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■■ 平成３０年７月１０日（火）■■ 

～ 健康ウォークーロイズバラ園～ 
７月の健康ウォーク（栄東連合町内会女

性部主催）は、北区あいの里にあるバラ園

を訪ねました。チョコレートの甘い香りが

漂うロイズの本社・工場の敷地にあり、華

やかで美しい数十種類のバラが優雅に咲

き誇っています。 

今回は３４名が参加し、地下鉄栄町駅か

ら中央バスを利用し、約２５分余りで到着

しました。気の合った仲間同士など、いく

つかのグループに分かれ、思い思いに園内

を散策していました。 

地下鉄栄町駅からは乗り換えもなく、バ

ス１本で気軽に出かけられる隠れた観光のスポットです。同園は入場無料で９月下旬ごろま

で開園（９時～１８時）しています。 

■■ 平成３０年７月１１日（水）、２０日（金）■■ 

～ 夏の交通安全  街頭啓発 ～ 
７月１１日から２０日の１０日間は、観光やレジャー等に伴う事故防止や自動二輪車によ

る事故防止、飲酒運転根絶を目指して、全道一斉に『夏の交通安全市民総ぐるみ運動』が展

開されました。 

栄東地区では初日となる１１日（水）と最終日の２０日（金）に地下鉄栄町交差点で交通

安全の街頭啓発を行い、交通安全指導員、交通安全協会、交通安全母の会、東区緑化協力会、

町内会役員など延べ約 1６０名が参加しました。 

地区では、今年１月、残念ながら死亡交通事故が発生しました。７月２４日現在、交通事

故死ゼロは１７５日目です。これが千日、二千日、そして１万日と永続するよう、願いを込

めて児童や園児の事故防止、自転車の安全走行、飲酒運転根絶など交通安全を呼びかけまし

た。交通事故は誰もが起こしたくない、遭いたくないものです。夏の行楽シーズン、交通事

故の多発が懸念されます。一人ひとりが正しい交通ルール・マナーの遵守を実践しましょう。 

 



■■ 平成３０年７月４日（水）■■ 

～ 共同募金会長表彰（優秀地区）～ 
地区内の皆様にご協力いただいております赤い羽根の共同募金は、全国

はもとより東区内の様々な福祉活動に活用されています。 

このたび、東区共同募金委員会栄東地区分会（分会長・永渕宏栄東連合

町内会長）が優秀地区として、７月４日の札幌市福祉大会で表彰を受けま

した。協力いただいた皆様の優しい気持ちが表彰されたものです。 

共同募金に集められたお金は、身近なところでは、一人暮らしの高齢者

の見守り、子どもたちや異世代交流などの支えあいなど、全国的では、最近発生した中国・

九州地方の集中豪雨災害などの被災者支援活動を行っているほか、被災地でのボランティア

活動の支援にも活用されています。引き続き、人々が互いに支えあい、安心して暮らせるま

ちづくりにご協力をお願いいたします。 

なお分会は、地区内の募金活動を円滑に実施するために、連合町内会が主体になって結成

した組織です。 

■■ 平成３０年７月２１日（土）■■ 

～管内の犯罪は半年で８７件、過半数が窃盗犯―栄東交番連絡協議会から～ 

連合町内会の役員などで構成員する栄東交番連絡協議会が７月２１日に開催されました。

交番からは、管内の犯罪や交通事故の説明があり、地域安全に関する質疑などが活発に行わ

れました。 

管内の刑法犯の発生状況は、1 月から６月まで 

で８７件、そのうち空き巣や車上ねらい、自転車

盗など窃盗が５２件と一番多くなっています。こ

れに傷害・暴行や器物損壊が各１０件と続き、痴

漢や盗撮も５件発生しています。 

安全安心な暮らしを実現することは、連合町内

会の重要な役割の一つです。今後も、青色回転灯

パトロールや市民まもろーる隊など、交番や東警

察署との連携し、地域の皆様と一体となって各種

防犯活動を進めてまいります。 

 

 

◆連合町内会と交通安全スクールゾーン実行委員会 

 栄東地区の５つの小学校では、子どもの交通事故防

止を最重点に活動する交通安全スクールゾーン実行委

員会がそれぞれ結成されています。 

各校のＰＴＡ代表や校区内の町内会の代表、交通安

全指導員、交通安全母の会、行政機関などで構成する

団体です。栄東連合町内会では、当初から役員が委員

となって参画するなど、小学生の交通事故防止にも積

極的に取り組み、交通安全指導や見守り、道路交通環

境の整備などにも協力しています。 
 


